
• 面積 1.1ha

• 金額130億円
+α

市の計画概要

•管理処分計画推進中
•地権者と交渉中

現状
•市民の声が反映されているか

•北側の評価はどうなのか

• （箱もの計画になってないか）

•車の流れは大丈夫か（人の安全は）

•緑・景観が確保されているか(市民憲章）

•コミュニティゾーンは確保されているか

疑問

自治連分科会 “ＪＲ駅南開発計画” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と疑問点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い  

① 市案は疑問 

 

② ＢＴＡ案に賛同 

 

③ ほか  

 

上記番号に〇をし、ご意見あれば記入し、自署の上、上記メンバーに手渡すか、 

自治連ＨＰ（https://ashiya-jichiren.jp）へ書き込んでください。 

よろしくお願いします。        
住所：    町 

「 駅南再開発をもっと市民のために ‼ 」 

駅前が市民の誇りとなるものにするべく、 

市民の声を集め、行政へ提案していきたい。 

リーダー：高橋 

メンバー：助野、伊藤、孝岡、広瀬、本郷、阪口、大永 

ＢＴＡメンバー：竹山、大竹、西田、岩崎、古田、井上 

「文化薫る美しい芦屋をつくる会

(ＢＴＡ)」活動 

・当該地域住人 

・有識者 

「まちづくり協議会」活動 

★管理処分計画推進中⇒このまま進むと・・・完了⇒着工 

★未だ修正できる・・・ 

サイン 

ご意見）  
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市民と芦屋市との協働で使いやすい駅前広場の整備を 
駅前広場などの市民合意の整備が課題 
　JR芦屋駅前再開発では再開発ビルの敷地や
大まかな形状が決定されており、その改善も
課題になっていますが、現在最も注力される
べき点は駅前広場整備の課題です。この問題
については、以下の四つの検討課題がありま
す。これらの課題に多くついては、芦屋市と
私たち市民との意見には大きな齟齬はありま
せん。市民の皆様のご意見を尊重しながら継
続して芦屋市と協議していきたいと思います 
第一、大型空中デッキの縮小 
　 現在は、駅北の再開発のような大型の空中
デッキが計画されています。これが無駄であ
るとする市議会や私たちの主張を受け、芦屋
市からは改善の意向が示されています。 
第二、店舗の路面店化 
　 当初の駅南再開発案では、駅北再開発と同
じように、共益費が高く集客が難しい百貨店

型のインナー店舗形式です。私たちと芦屋市
との協議の場で、経営が容易な路面店形式の
店舗とするとの回答をいただきました。 
第三、芦屋らしい歴史と文化を感じさせる景観 
　 駅前広場は、市民が愛着の持てる、芦屋ら
しい、歴史と文化性を感じさせる魅力的で、
市民にとって利用価値のある空間として整備
してほしいと考えます。この点については、
芦屋市も、実際に建物の設計を行う東急・竹
中共同企業体も同様の意向であることがわか
りました。 
第四、バスロータリーの通過型への変更 
　 バス・タクシーの乗降場は､これまでの駅
に近接した通過型停留所から、道路南の閉鎖
型ロータリーに変更されようとしています。
利便性や安全性に欠けるロータリー案を取り
やめ、これまでと同じ通過型の乗降場に戻す
よう､お願いをしているところです。

通過型は無理なく設置可能、ロータリー型は使用困難
通過型のバス停は問題なく設置が可能 
　 図1は、東急・竹中共同企業体の提案を下
敷きに、私たちの会が作成した、現在と同じ
形の通過型のバス停と市民広場を設けた案で
す。ⓐは3台並んだ通過型のバス停留所です｡
前後にかなりゆとりがあります。ⓑはタクシー
ロータリーです。どちらも駅近で､乗降客の利
便性はとても高いですね。ⓗが駅の階段の出
入口です。エレベーター出入口はタクシー乗り
場の近くです。 
道路を拡げれば課題の停車列問題も解消 
　 ⓒは問題になっている送迎車の停車列です
が、1台の幅を広場に食い込ませているので、
渋滞の恐れは少ないでしょう。ⓓには平置きの
駐車場を設けており､停車列を減少させる効果
があります。ⓔは歩行者専用の駅前広場です。 

ロータリー型のバスの回転部分の外径は規定
よりもかなり少ない約22m   
　 市提示の図面ではバスの回転外径の推奨値
は26mです。旧建設省監修の「駅前広場計画
指針」では最少のバスの回転半径は12m(直
径24m）とあります。しかし今回のロータリー
計画では回転外径は約22mしかありません。
コンピューター作成のバス回転軌跡図ではぎ
りぎりで回転できているように記されていま
す（図2）。（平成28年度芦屋市素案による）
非民主的な芦屋市の駅南地区まちづくり協議会 
　 平成26年7月より、地権者を主にし周辺住民も
入った駅南地区まちづくり協議会(以下、㊯）が
過去40回開催されました。その実、㊯は､市の一
方的な説明の場になっており､正しい議論がなさ
れていません。過去3年間の総会が何も決定でき
ないまま保留になってきました。芦屋市には市民
参加のための立派な参画条例がありながら、真の
市民参加はおろそかにされています。 
姫路市では市民と市長が駅前広場づくりで協働 
　裏面記載の記事には、姫路市長が既存の市の案
を没にして､市民から案を募り､協働ですてきな駅
前広場を実現した事例が紹介されています。図1､私たちの会提案の通過型バス停留所と駅前広場

駅前道路は時速10㎞以下
の歩行者優先の安全道路
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